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問題と目的

　「学校適応感」とは，学校という環境に対し，
個人と環境の関係から生じる状態への認知の総称
であり，主観的な適応状態である（水野，2016）
と考えられている。これまで児童や生徒の主観的
な適応状態に関する研究が盛んに行われてきてお
り，例えば渡辺・大重（2011）が個人の部活動に
対する高い意欲が学校への適応感を高める可能性
を示唆したように，「部活動」をはじめ「友人関係」
や「教師関係」，「学習」など，様々な領域での知
見が蓄積されてきた。

　一方で，これまでの個人の主観的な状態のみを
測定する研究に対し，大久保・加藤（2005）は，
ストレッサ―など，個人変数に対応した環境変数
との関係も合わせて考えなければならないと指摘
している。岡田（2015）も，学校適応を「主体と
環境の調和的関係」ととらえ，①個人の内的環境
における適応，②個人の外的環境における適応，
という二つの適応を「心理的適応」として，学校
適応を捉える材料としている。また，石津・安保
（2009）は学校適応に関して個人内要因と環境要
因の関連性を検討し，他者との関係によって影響
を受ける環境要因が適応を支えるべく作用するこ

　本研究では学校生活の「学習」「部活動」「学校行事」「教師関係」「友人関係」のそれぞれにおいて個人
の価値観と，価値観についての周囲への評価を測定し，一致している，または，ずれていることが学校適
応感にどのように影響しているのかについて，ストレス反応を測定することで調査した。その結果，本人
の高い意欲や価値観と周囲に対する評価が一致している場合は心理的に適応的な状態であることが明らか
になった。一方で周囲への評価とのずれがある場合，「学習」では身体的反応，「部活動」では不機嫌・怒
りと抑うつ・不安，「学校行事」と「友人関係」では抑うつ・不安，「教師関係」では無気力のストレス反
応が検出された。よって，中学生の心理的な適応感を高めるためには，学校生活に対して自分自身の高い
意欲や価値観，良好な関係のみ必要というのではなく，周囲との一体感や，価値観を共有していることが
非常に大切であることが推察された。
　キーワード：中学生，学校適応感，ストレス反応
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とを明らかにした。学校という環境を構成してい
る要素は数多く存在すると考えられるが，学校環
境において生徒にとって一番身近な存在となるも
のは，友人も含めた周りの生徒達であると考える。
しかし，学校での適応研究において，個人の主観
的な状態と，自分にとって学校という環境を構成
しているであろう周囲の生徒との調和という要素
にまで着目した研究は見当たらない。従来のよう
に，良好な友人関係を築くことが適応感が高まる
（石田・吉田，2015）や，学業成績の向上や，学
校行事に対して意欲的で魅力を感じている生徒が
適応感が高い（橘川・高野，2006），また大前（1998）
が明らかにした学校適応感の因果として教師との
良好な関係が必要である，などのような，適応感
に関して個人の主観的な価値観や意欲が単に高い
か低いかに終始するのではなく，個人の環境との
調和という観点から，自己と周囲の価値観の一致
と不一致の関係性について検討する必要があるの
ではないだろうか。
　そこで本研究では学校生活における個人の価値
観と周囲への評価とのずれが学校適応感にどのよ
うな影響が起こるのか，検討を行っていく。とこ
ろで生徒の適応感とは相互の関係の中で変化して
いくもので測定することが非常に困難であると考
えられる。生徒の適応状態を予測するための心理
的適応の指標として，ストレス反応が取り挙げら
れているが（下田・石津・樫村，2014），本研究
でも適応感をストレス反応で測定することとし
た。研究ではまず，学校生活における自己の価値
観と，周囲に対する評価を測定するための尺度を
開発する。次に学校生活における様々な場面や関
係の中で，自己の価値観と周囲に対する評価のパ
ターンごとに中学生のストレス反応にどのような
影響を与えているのかについて明らかにする。

研究Ⅰ

目的

　中学生に共通する学校生活における自己の価値
観と，周囲に対する評価を測定するための価値観

尺度を開発し，その信頼性と妥当性を確認するこ
とが目的である。
方法

　尺度項目の作成

　一般的に適応感研究の多くで適応の要因として
取り上げられる「学習」，「部活動」，「学校行事」
の ₃つの「場面」と，「教師関係」，「友人関係」
の 2つの「関係」に関して，これら「場面」と「関係」
を測定する 2つの尺度の項目の作成を行い，それ
ぞれについての今現在の価値観や考えについて問
うていくこととした。
　項目の作成は石田（2009）の学校適応感尺度を
参考に，学校心理学の大学院生 2名と大学院教員
2名の協力のもと，中学生が理解しやすいか，意
味が ₁つに捉えられるか，地域や時間と共に変化
するものではないか，など検討した。加えて今回
の調査は，中学生に共通する学校生活における自
己の価値観と，周囲に対する評価を測定する目的
のため，自己の価値観を計るものには項目の文頭
に「わたしは」を，周囲に対する評価を問うもの
には「みんなは」という文を付け加えている。ワー
ディングについてはさらに「わたしは」と「みん
なは」に続く部分は，同じ質問を繰り返すことで
並列して比較可能な統計処理が行えるよう，例え
ば場面についての質問項目では，「○（○には場
面の名前）に対するやる気がある」や「○に対し，
一生懸命取り組みたい」のように，どの場面でも
同じ文言になるよう語調を整えた。同じく対人関
係についての項目でも「○（○には関係の名前）
に認められたい」や「○との約束を守りたい」の
ように「わたしは」と「みんなは」で同じ文言に
そろえた。
　これらの質問を「学校生活に関するアンケート」
と題し，全80項目（場面に関する質問60項目，関
係に関する質問20項目）での調査を行った。「わ
たしは」と「みんなは」についてのそれぞれの項
目について「とてもあてはまる」（ ₅点）から「全
くあてはまらない」（ ₁点）までの ₅件法で回答
を求めた。
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　調査時期

　2016年 ₃ 月
　調査対象

　中学生107名（男子54名，女子53名）
　調査手続きと倫理的配慮

　質問紙は無記名方式で調査対象者の在籍する学
級単位で行った。担任教師の指示のもと授業時間
などを用いて実施された。学年と性別，出席番号
の記入を求めた。フェイスシートには，回答は本
人の自由意志であり，強制ではないこと，個人の
プライバシーは保護されることを明記した。以上
の手続きおよび研究協力について，学校長からの
承諾を得た。
結果と考察

　場面に関する項目の探索的因子分析

　106名から回答を得た。「学習」「部活動」「学校
行事」の場面に関する40項目に対し，因子分析（最
尤法，Promax回転）を行った。その結果， 2因
子が抽出され，因子負荷量の絶対値0.7以上を基

準にし，また作成するこの尺度が今度，学校現場
での支援に活用しやすいよう可能な限り項目数を
減らすことで中学生に負担をかけずに，また「良
い結果を残したい」や「一生懸命取り組みたい」
などのような生徒の能動的な価値観を測定できる
24項目を採用した。
　そこでこれら24項目による因子分析（最尤法，
Promax回転）を再度行った結果，最終的に 2因
子が抽出された（TABLE ₁ ）。第Ⅰ因子は「わた
しは」に関する項目で「やる気がある」や「一生
懸命取り組みたい」，「良い結果を残したい」「目
標が明確である」の ₄項目をそれぞれ ₃場面で構
成している。第Ⅱ因子は「みんなは」に関する質
問で，「わたしは」同様，「やる気がある」や「一
生懸命取り組みたい」，「良い結果を残したい」「目
標が明確である」の ₄項目をそれぞれ ₃場面で構
成している。第Ⅰ因子を「場面―わたし」因子，
第Ⅱ因子を「場面―みんな」因子とそれぞれ命名
した。

TABLE 1 　場面に関する項目の因子分析結果と因子間相関

TABLE 2 　場面価値観の下位尺度間相関
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　場面に関する項目の信頼性についての検討

　因子分析結果において，各因子に高い負荷量を
示した項目の合計得点を算出し，それぞれ「場
面―わたし」得点，「場面―みんな」得点とし
た。それらの項目の内的整合性を検討するため，
Cronbachのα係数を求めた。その結果，「場面―
わたし」，「場面―みんな」のα係数はそれぞれ 

.91と .92であり，内的整合性が確認された。そし
てこの「場面―わたし」，「場面―みんな」の 2つ
を下位尺度とし，24項目で構成される「学校場面
価値観尺度」を作成した。また，再検査信頼性の
検討のために算出した再検査係数（ρ）は，「場
面―わたし」については .472，「場面―みんな」
は .431と，中程度の正の相関が得られた。なお，
下位尺度間相関について Pearsonの積率相関係数
を算出したところ .623であり， 2つの下位尺度は
互いに有意な正の相関を示した。（TABLE 2 ）
　作成した本尺度は合計で24項目からなり，教
育・研究のための簡便な尺度として有用性が期待
できる。

　関係に関する項目の探索的因子分析

　106名から回答を得た。「教師関係」「友人関係」
の対人関係に関する40項目に対し，因子分析（最
尤法，Promax回転）を行った。その結果， 2因
子が抽出され，因子負荷量の絶対値0.4以上を基
準にし，また場面に関する項目と同様，学校現場
での支援に活用しやすいよう項目数を減らし，「仲
良くしたい」や「良好な関係を大切にしたい」な
どのような生徒の能動的な価値観を測定できる16
項目を採用した。そこでそれら16項目による因子
分析（最尤法，Promax回転）を再度行った結果，
最終的に 2因子が抽出された（TABLE ₃ ）。第Ⅰ
因子は「わたしは」に関する項目で「仲良くしたい」
や「気軽に話したい」，「良好な関係を大切にした
い」「自分の悩みを相談したい」の ₄項目をそれ
ぞれ「教師関係」と「友人関係」の 2関係で構成
している。第Ⅱ因子は「みんなは」に関する質問で，
「仲良くしたい」や「気軽に話したい」，「良好な
関係を大切にしたい」「自分の悩みを相談したい」
の ₄項目をそれぞれ 2関係で構成している。第Ⅰ
因子を「関係―わたし」因子，第Ⅱ因子を「関係
―みんな」因子とそれぞれ命名した。

TABLE 3 　関係に関する項目の因子分析結果と因子間相関
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　関係に関する項目の信頼性についての検討

　因子分析結果において，各因子に高い負荷量を
示した項目の合計得点を算出し，それぞれ「関
係―わたし」得点，「関係―みんな」得点とし
た。それらの項目の内的整合性を検討するため，
Cronbachのα係数を求めた。その結果，「関係―
わたし」，「関係―みんな」のα係数はそれぞれ 

.91と .91であり，内的整合性が確認された。そし
てこの「関係―わたし」，「関係―みんな」の 2つ
を下位尺度とし，16項目で構成される「学校対人
関係価値観尺度」を作成した。また，再検査信頼
性の検討のために算出した再検査係数（ρ）は，
「関係―わたし」については .472，「関係―みん
な」は .431と，中程度の正の相関が得られた。な
お，下位尺度間相関について Pearsonの積率相関
係数を算出したところ .724であり（TABLE ₄ ），
2つの下位尺度は互いに有意な正の相関を示し
た。（TABLE ₅ ）

研究Ⅱ

目的

　研究Ⅱでは学校生活における様々な場面や関係
の中で，自己の価値観と周囲に対する評価とのず
れが中学生のストレス反応にどのような影響を与
えているのかについて明らかにすることを目的と
する。
方法

　質問紙の構成

　①学校場面価値観尺度：研究Ⅰで作成した学校
場面価値観尺度を用いた。実施方法，回答形
式は研究Ⅰと同様である。

　②学校対人関係価値観尺度：同じく研究Ⅰで作
成した学校対人関係価値観尺度を用いた。実
施方法，回答形式は研究Ⅰと同様である。

　③中学生用ストレス反応測定尺度：三浦（2002）
によって作成された中学生用ストレス反応測

TABLE 4 　対人関係価値観の下位尺度間相関

TABLE 5 　信頼性に関連する分析結果
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定尺度20項目を用いた。この尺度は「不機嫌・
怒り」「無気力」「抑うつ・不安」「身体的反応」
の ₄つの下位尺度から成り立っており，中学
生が日常生活においてストレス反応を測定す
ることが可能である。回答は，尺度本来の ₄
件法に従ったが，回答形式はほかに使用する
尺度と語調を整理するために「そのとおりだ」
を「とてもあてはまる」（ ₄点）や「ぜんぜ
んちがう」を「全くあてはまらない」（ ₁点）
と変更して使用した。

　調査時期

　2017年 ₅ 月～ ₉月
　調査対象と調査手続き

　研究Ⅰと同じ中学生432名（男子223名，女子
209名）が調査に参加した。調査の手続きも研究
Ⅰと同様，対象となる学校の学校長から得た承諾

のもと，無記名方式で調査対象者の在籍する学級
単位で行った。担任教師の指示のもと授業時間な
どを用いて実施された。学年と性別，出席番号の
記入を求めた。フェイスシートには，回答は本人
の自由意志であり，強制ではないこと，個人のプ
ライバシーは保護されることを明記した。
結果と考察

　各尺度の記述統計

　学校場面価値観尺度に関して ₅月の調査では
419名， ₇月の調査で422名， ₉月の調査では409
名からの回答を得た。学校対人関係価値観尺度に
ついても ₅月の調査では419名， ₇月の調査で422
名， ₉月の調査では409名からの回答を得た。
それぞれの各尺度の記述統計結果を（TABLE ₆ ）
に示した。

TABLE 6 　各尺度における記述統計結果
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TABLE 7 　学習面における自己の価値観 x 周囲への評価のタイプ分類別の
「ストレス反応測定尺度」下位尺度得点の平均値と二要因分散分析結果

FIGURE 1 　自己の価値観と周囲への評価の組み合わせによるパターン

　自己の価値観と周囲に対する評価の高低群分け

　自己の価値観と周囲に対する評価との“ずれ”
を測定するため，まず，「学校場面価値観尺度」
と「学校対人関係価値観尺度」において，自己の
価値観と周囲に対する評価について測定した，そ
れぞれの各下位尺度の平均値から標準化得点を算
出し，平均である「 ₀」よりも高い得点と低い得
点で対象者を群分けし，自己の価値観に関して
「自己の価値観―高群」，「自己の価値観―低群」
と，周囲への評価に関して「周囲に対する評価―
高群」，「周囲に対する評価―低群」というように，
それぞれ高低 2つの群に分類した。これらを組み
合わせると FIGURE ₁ のような ₄つのパターン
が現れた。この自己の価値観の高低と周囲に対す
る評価の高低を用いることで，価値観と評価の“ず
れ”とストレス反応に関する検討を可能にした。

　学習における生徒のパターンとストレス反応の

関連の検討 

　以上の「学校場面価値観尺度」と「学校対人関
係価値観尺度」の下位尺度得点をもとにそれぞれ
で作られた，自己の価値観の高さ，および周囲へ
の評価の高さをそれぞれ要因とし，ストレス反応
測定尺度の各得点について，二要因の分散分析を
行った。その結果を TABLE ₇ に示した。
　「不機嫌・怒り」「無気力」「抑うつ・不安」の
それぞれの分析について自己の価値観の主効果が
認められた。「不機嫌・怒り」，「無気力」，「抑う
つ・不安」どれもが，自己の価値観が高い群のほ
うが低い群に比べ，ストレス反応得点が低いこと
が分かった。また周囲に対する評価に関しては，
「不機嫌・怒り」「抑うつ・不安」にそれぞれ主
効果が認められ，「不機嫌・怒り」，「抑うつ・不安」
に関しても，ともに周囲への評価が高い群のほう
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が，ストレス反応得点は低いことが分かった。
「身体的反応」については交互作用が認められ，
単純主効果の検討を行った結果，周囲への評価が
高い群において，自己の価値観や意欲が低い群
に「身体的反応」が起こる（η2 =.022, ***p<.001）
ことが示された。また，周囲への評価が低い群に
おいても，自己の価値観や意欲が低い群に「身
体的反応」が生じる（η2 =.009, ***p<.001）こと
が示された。学習に対して自己の価値観が高い
群においては，周囲の学習に対する意欲や価値
観が低いと「身体的反応」が生じる（η2 =.011, 
***p<.001）ことも示された。
　この結果は学習意欲とストレス反応の関係を明
らかにした下田・石津・樫村（2014）の結果を裏
付けるものであり，学習に対するネガティブな感
情がストレス反応を表出する可能性が高いとみら
れる。また，自己の価値観が高いという「素因」
をもつ生徒が周囲への評価が低くなれば，そのよ
うな素因をもたない生徒よりも身体的なストレス
反応を起こしやすいと考えられる。つまりどれだ
け学習に対する意欲が高い生徒であっても，周り
の生徒や自分が在籍する学校の雰囲気自体が学習
に力を入れていなければ，ストレス反応が身体に
現れると考えられる。また，学習における「無気
力」に関しては，周囲の学習意欲などの雰囲気に
よらずに自分自身の意欲や価値観に依存している
ことも示唆された。
　以上より，学習面でのストレス反応の特徴とし
て，個人の価値観だけではなく周囲に対する評価
も大きく影響を及ぼしているいうことが示唆され
たと考えるのが妥当である。学習というのは学校

生活において誰もが経験されやすい，「学業スト
レッサ―」としてストレス反応に影響を与える存
在（嶋田・三浦，2003）であるが，自分自身の意
欲や価値観のみによるのではなく，周囲の生徒の
価値観との関係性にも注目しなければならないこ
とが示された。
　部活動におけるタイプ群とストレス反応の関連

の検討

　続いて部活動においてのストレス反応測定尺度
の各得点について，個人の価値観，周囲への評価
の下位尺度得点をそれぞれ要因とする二要因分散
分析を行った。その結果を TABLE ₈ に示す。
　自己の価値観，周囲に対する評価ともに，「無
気力」と「身体的反応」についての分析で主効果
が認められた。「無気力」，「身体的反応」のどち
らも，自己の価値観や周囲に対する評価が高い群
が，低い群に比べてストレス反応得点が低いこと
が分かった。
　「抑うつ・不安」については交互作用が認められ，
単純主効果の検討を行った結果，周囲への評価が
高い群において，自己の価値観や意欲が低い場合
に「抑うつ・不安」が生じる（η2 =.004, *p<.05）
ことが示された。また自己の価値観が高い群にお
いて，周囲への評価が低い場合「抑うつ・不安」
が生じる（η2 =.027, ***p<.001）ことも示された。
　さらに「不機嫌・怒り」にも交互作用が認められ，
単純主効果の検討の結果，部活動の価値観や意欲
が高い生徒にとって，周囲の生徒の部活に対する
価値観や意欲が低い場合，不機嫌や怒りなど態
度にストレス反応が表れる（η2 =.031, ***p<.001）
ことが明らかになった。この結果から部活動にお

TABLE 8 　部活動における自己の価値観 x 周囲への評価のタイプ分類別の
「ストレス反応測定尺度」下位尺度得点の平均値と二要因分散分析結果
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TABLE 9 　学校行事における自己の価値観 x 周囲への評価のタイプ分類別の
「ストレス反応測定尺度」下位尺度得点の平均値と二要因分散分祈結果

いて，自己の価値観や意識が高い生徒が周囲への
評価が低くなると，そのような素因をもたない生
徒よりもストレス反応を表す傾向にあると考えら
れる。部活動とは，中学校入学時の生徒が ₁番強
く期待する活動であり（吉村，1997），特に新入
生は高い意欲や期待感を持って入部するものと考
えられる。部活動の活動の中で，自身の高い意欲
と周りとのギャップにより学校生活でストレス反
応が表出してしまうという今回の結果は納得のい
く結果であるといえよう。
　またこの結果は従来の，個人の部活動に対する
高い意欲が学校への適応感を高める（渡辺・大重，
2011）ことや，ストレス反応を抑制する（清水，
2011）ということに加え，単に意欲が高いという
のではなく周囲への評価との一致，つまり，周り
の仲間も部活動に一生懸命に取り組んでおり，自
分も前向きで意欲的に取り組めているという環境
によってストレス反応を抑制する効果が高まると
いう可能性が考えられる。
　学校行事におけるタイプ群とストレス反応の関

連の検討

　学校行事においてのストレス反応測定尺度の各
得点について，個人の価値観，周囲への評価の下
位尺度得点をそれぞれ要因とする二要因分散分析
を行った。その結果を TABLE ₉ に示す。
　「無気力」と「身体的反応」について自己の価
値観の主効果が認められた。「無気力」，「身体的
反応」ともに，自己の価値観が高い群が低い群に
比べ，ストレス反応得点は低いことが分かった。
周囲に対する評価に関しては，「不機嫌・怒り」，「無

気力」，「身体的反応」にそれぞれ主効果が認めら
れた。「不機嫌・怒り」，「無気力」，「身体的反応」
に関しても，周囲に対する評価が高い群が，スト
レス反応が小さかった。
　「抑うつ・不安」については交互作用が認めら
れ，単純主効果の検討を行った結果，周囲への
評価が高い群においては，自己の価値観や意欲が
低い場合に「抑うつ・不安」が生じる（η2 =.008, 
**p<.01）ことが示された。また自己の価値観
が高い群は，周囲の意欲や価値観が低いと感じ
る場合に「抑うつ・不安」が生じる（η2 =.011, 
***p<.001）ことも示された。この結果により，
文化祭や校内の陸上記録大会など学校行事におい
てネガティブな価値観や意欲を抱いている生徒
は，同じく学校行事に対する周囲への評価の高低
を問わず，ストレス反応が表出していることが明
らかになった。また，行事に対して積極的で前向
きな生徒であっても，周りの生徒が真剣に取り組
んでいなかったり，意欲的ではないと感じるとき
に特に，不安感や，抑うつ的になると考えられる。
一方で，学校行事において不機嫌になったり，怒
りを感じる生徒は，自己の意欲や価値観によらず，
周囲に対する評価が起因していることも示唆され
た。
　学校行事に関してもストレス反応を抑制する上
で重要なことは自分自身のポジティブな活動意欲
だけではなく，その同じ価値観を周囲と共有し合
い，一体になっていると認知している状態である
と推測することができる。
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TABLE10　教師関係における自己の価値観 x 周囲への評価のタイプ分類別の
「ストレス反応測定尺度」下位尺度得点の平均値と二要因分散分析結果

　教師関係におけるタイプ群とストレス反応の関

連の検討

　続いて対人関係に関して，教師関係におけるス
トレス反応測定尺度の各得点について，個人の価
値観，周囲への評価の下位尺度得点をそれぞれ要
因とする二要因分散分析を行った。その結果を
TABLE 10に示す。
　「無気力」と「身体的反応」での分析では，自
己の価値観の主効果が認められた。「無気力」，「身
体的反応」ともに，自己の価値観が高い群が低い
群に比べ，ストレス反応得点は低いことが分かっ
た。周囲に対する評価に関しては，「不機嫌・怒り」，
「抑うつ・不安」にそれぞれ主効果が認められた。
「不機嫌・怒り」，「抑うつ・不安」に関しても，
周囲に対する評価が高い群のほうが，ストレス反
応は小さかった。
　「無気力」については交互作用が認められ，単
純主効果の検定より，周囲への評価が高い群にお
いて，自己の価値観や意欲が低い場合に「無気力」
感が生じる（η2 =.020, ***p<.001）ことが示され
た。自己の価値観が高い群において，周囲への
評価が低い場合に「無気力」が生じる（η2 =.008, 
**p<.01）ことも示された。また，周囲への評価
が低い群において，自己の教師関係に対する価
値観が高い生徒は無気力感を感じてしまう
（η2 =.003, *p<.05）ことが示された。
　これは例えば教師との良好な関係にある学級に
在籍している生徒が，教師不信で，その雰囲気に
合わず生徒自身の教師関係に対する価値観が低い
場合，その生徒は無気力感を得てしまうというこ

とである。また，たとえ自分自身が教師と良好な
関係を築けていても，周囲がそのような雰囲気で
はなく，学校や学級が教師に対して信頼感が築け
ていない状態にある場合は，学級に対して無気力
感を感じるということが考えられる。
　なお，教師関係での「無気力」は今回の調査全
体で唯一，自己の価値観が高いにも関わらず，周
囲との不一致によりストレス反応得点の平均点が
一番高い結果となっている。これは後述の「友人
関係」にはこのような傾向は見当たらなかったが，
「学習」などの場面と比べ，対人関係は特に周囲
の価値観や雰囲気と一致できているかどうかが重
要で繊細なものになっていると思われる。
　友人関係におけるタイプ群とストレス反応の関

連の検討

　最後に，友人関係におけるストレス反応測定尺
度の各得点について，個人の価値観，周囲への評
価の下位尺度得点をそれぞれ要因とする二要因分
散分析を行った。その結果を TABLE 11に示す。
　「不機嫌・怒り」と「無気力」，「身体的反応」
での分析で自己の価値観の主効果が認められた。
「不機嫌・怒り」，「無気力」，「身体的反応」のす
べては自己の価値観が高い群がより，ストレス反
応得点が低いことが分かった。周囲に対する評価
に関しても，「不機嫌・怒り」と「無気力」，「身
体的反応」に関して主効果が認められ，「不機嫌・
怒り」，「無気力」，「身体的反応」のすべてが周囲
への価値観が高い群が低い群と比較すると，スト
レス反応は小さかった。
　「抑うつ・不安」については交互作用が認められ，
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単純主効果の検定より，自己の価値観が高い群に
おいて，周囲に対する評価が低い場合に「抑うつ・
不安」の傾向が生じる（η2 =.018, ***p<.001）こ
とが示された。また，周囲への評価が高い群にお
いて，自己の友人関係に対する価値観が低い場合
「抑うつ・不安」が生じる（η2 =.004, *p<.05）こ
とも示された。
　この結果により，良好な友人関係を望んでいる
生徒でも，学級全体が良好な関係を望んでいな
かったり，信頼関係がうまく築けていない学級に
所属している場合に心が暗くなってしまうような
抑うつ状態や悲しさやさみしさなどの不安感が表
出するということが明らかになった。その不安感
や抑うつの程度は，学級に対して良好な関係を望
んでいない生徒よりも大きく表れている。友人関
係においても自分の友好関係さえよければ，スト
レス反応が表れないというのではなく，学級や学
校全体に友人やその関係を大切にする雰囲気が無
ければ，不安感などのストレス反応を感じてしま
うのであろう。

総合的な考察

　本研究では学校生活における個人の価値観と周
囲への評価とのずれの有無によって学校適応にど
のような影響が起こるのかをストレス反応で検討
した。その結果，本人の高い意欲や価値観と，周
囲に対する評価が一致している場合は心理的に適
応的な状態であることが明らかになった。ストレ
ス反応を起こさないためには，すなわち，「学習」
「部活動」「学校行事」「教師関係」「友人関係」

という学校生活で経験する主な場面や対人関係に
ついて心理的な適応感を生むためには，どの場面
や対人関係においても生徒本人の高い意欲やポジ
ティブな価値観は概ね必要不可欠であった。これ
は石田・吉田（2015）や橘川・高野（2006）が示
唆した適応感が高まる要因を支持する結果と言え
よう。だが同時に，周囲に対する評価もストレス
反応の大小に非常に大きな影響力があることも明
らかになった。したがって中学生が適応感を得る
ためには本人の高い意欲や価値観だけではなく，
周囲との一体感や価値観を共有していると感じて
いることが非常に大切であることが推察された。
　また，概ねストレス反応の出現のパターンが似
通っており，自己の価値観が高い群において周囲
への評価が低い時，もしくは周囲への評価が高い
群において自己の価値観が低い時にストレス反応
が顕著に表れている。これはつまり“ずれ”が生
じている状態であり，自分自身の意欲や価値観に
対する周囲とのギャップを感じている状態でスト
レス反応が引き起こされるのであろう。
　しかし，場面や対人関係によって異なるストレ
ス反応が検出される中で，部活動における不機嫌
や怒り，不安のような反応や，友人関係における
抑うつ感などのように，その個人がもっている意
欲や価値観に関わらずに，特定のストレス反応が
表れてしまう可能性も示された。つまり，本人の
高い意欲や価値観と，周囲に対する評価が一致し
ている場合はストレス反応を示さず適応的な状態
でといえるが，完全に一致することだけが適応感
を得ることにとって大切なことではなく，周囲に

TABLE11　友人関係における自己の価値観 x 周囲への評価のタイプ分類別の
「ストレス反応測定尺度」下位尺度得点の平均値と二要因分散分析結果
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とらわれず自分自身の高い意欲や価値観のみに
よって抑えられるストレス反応もあること，また，
自分の価値観に関係なく周囲の雰囲気によって抑
えられるストレス反応が存在しているということ
も理解しておかなければならない。

本研究の課題

　本研究では個人の価値観と周囲への評価ごとの
タイプ分類から，それぞれのストレス反応の特徴
を調査した。今回得た知見をもとに，実際の学校
現場での介入を行う際に，どのようにして一致さ
せていくのか，各場面，各関係に応じたその手続
きについて解明していくことが今後の課題といえ
よう。
　また，テスト不安に関する継時的変化を明らか
にした三浦・嶋田・坂野（1997）のように，年間
を通した調査を行い，学校生活でのストレス反応
の縦断的な変化を検討し，時期によって変化する
生徒のニーズを明らかにすることができれば，適
切な指導方法や指導の時期を明らかにすることが
可能になるだろう。
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